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　一般的な魔法や魔術師ギルドの扱う諸分野とは異なった、Artaeum島のPsijicたちが継承してきた数少ない魔術の１つとして、予知を与えるものが存在している。それにも関わらず、あるいは恐らく、それだからこそ、Tamrielには予知や予言の類が満ち満ちている。その幾つかは真理を突くものであるけれど、他は全くの馬鹿げたものであるか、確かめようも無い程に曖昧なものである。更には、いまだ秘密のままにされている予言も存在している。Elsweyr のDro'Jizadによる予言、MorrowindのNerevarineに関する予言、そしてElder Scrollsそれ自身などである。
　Nordの貴族は、彼らの子供に関する予言を受けるという伝統を有している。概して、これらの予言は様々に解釈できる曖昧な代物である。例えば、私の知り合いの１人が語ってくれたところによれば、「汝らの娘の生命は蛇によって助けられる。それ故に、特別な儀式の席にて、彼女に“Serpentkin”〔蛇の血族〕の名を与えよ」と両親は言われたそうである。そして、この年若い婦人のEria Valkor Serpentkinは、それから長い年月を経た後に、本当に蛇によって命を助けられることになった。つまり、彼女に忍び寄ろうとしていた暗殺者が、毒蛇のdanswyrmを踏みつけたのである。
予言は、時には、ほとんど故意とも思われる程に誤読を招くような代物である。それらの予言を、あたかもBoethiahは罠として作り出したかのように。とりわけ、その内の１つを私は思い出す。昔々のこと、Redoran家に１人の男の子が授かった。それは非常な難産であり、母親の意識は苦しみの余り錯乱して、産み落とした時には瀕死の状態であった。そして、まさに世界を訪れたところの息子に次のような予言を繰り返すと、その世界を彼女は去ったのである。
　今日、幸運は顔を顰めずに微笑んでみせた
　私の子は、その知恵と武勇に優れるだろう
　彼はRedoranの血統に希望を齎すだろう
　魔法も剣も、その男を傷つけない
　病魔も毒も、何の害ともならない
　彼の血は決して地面に落ちないことだろう
　そのAndasと名づけられた男の子は、確かに普通ではなかった。幼年時代を通じて、かすり傷の１つもおろか、病気にも決して苦しめられなかった。そして、知恵と武勇にも非常に優れており、その不死性とも重ね合わされて、母親の予言の通りに、多くの人々から“Redoranの希望”と呼ばれるようになったのである。もちろん、そのように呼ばれることで、「奴は生意気だ」と陰口を叩かれるようにもなった。そして、彼の前に敵が立ち塞がるのにも、さして時間は要さなかったのである。
　その最悪の敵は従兄弟のAthynであり、彼は口を極めてAndasに毒舌を浴びせていた。彼の最も恨んでいるところは、その彼自身に対する教育を完成させるために、Andasの主張に従う形でRihadへと送られてしまったことである。父親の死に際してAthynは Hammerfellから戻ってきたが、それは、Redoran家の議会に於ける亡父の座を引き継ぐためでもあった。しかし、その議会の座に着けるほどAthynは年嵩であるにも関わらず、Andasもまた議会の座を求めて次のように主張したのである。すなわち、私の従兄弟は余りにも久しくMorrowindを離れていたので、私のようにはRedoran家に関する政治を理解できていないのである、と。Redoran家の大多数の人々はAndasに賛同して、すぐに“Redoranの希望”が議員となるように求めたのであった。
議員の座を求めて、Athynは従兄弟との決闘権を行使することにした。彼には決して勝利の可能性は無いだろうと誰もが考えていたが、もちろん、翌朝に決闘を始めるよう取り計らわれたのである。その夜、Andasは他の議員と共に売女や会食を楽しんでおり、Redoran家での自分の地位は確固たるものであると、Redoran家の希望に満ちた新たな夜明けが開かれると自信を抱いていたのである。Athynの方は、同じくAndasを敵とする友人たちや、Hammerfellから連れてきた召使たちと共に、自分の城へと引き下がっていた。
　Athynが気難しそうに友人たちと決闘について議論を交わしているところに、彼の昔からの教師の１人である戦士のShardieが広間に入ってきた。Hammerfellでの修行時代を通じて彼女にとって弟子のAthynは自慢の種となっており、そのHammerfellから帝国〔の中心地のCyrodiil〕を跨いで彼の親族が暮らす大地へと同行してきた程に誇らしく思っているのである。そこで、どうして決闘でのAthynの勝ち目が非常に薄いと思うのか、それを尋ねてきたのである。一同は、Andasに与えられた類稀なる恩寵と、彼の母親が予言した天性の素質とについて説明してみせた。
　「病気にも毒にも魔法にも傷つけられないで、それに血が流れることも無いというのならば、奴を打ち倒すのに全くもって何の希望が在るというのでしょう？」Athynは叫んでみせる。
　「私の教えたこと、何もかも忘れちまったって言うのかい？」Shardieが答える。「血を流さずに殺せる武器を思い付かないかい？　お前の武器庫に在るのは、剣と槍と矢だけなのかい？」
　Shardieが何を言っているのかAthynは直ぐに感づいたけれど、しかし、それは馬鹿らしい提案のように思えた。馬鹿らしいだけではなく、その武器は取るに足らない原始的な代物であるのだ。そうは言っても、それが彼にとっての唯一の希望であったのだけれど。夜通し、その武器を扱うための技術とコツについて、Shardieは彼に教え込んでくれた。Albion-Goraで彼女の先祖によって開発された、様々な振りや構えの方法。Yokudaから伝来した、反撃やフェイントや防御の方法。歴史上最古の武器に於ける、由緒ある片手握りと、両手握りとの方法。それらを実演してみせたのであった。
　翌朝、それぞれの従兄弟は対峙することになったが、２人の戦士が吊り合うとは決して見られていなかった。Andasの登場には大きな声援が送られた。それは、彼が“Redoranの希望”として大いに好かれていたからだけではなく、その勝利は決定済みの結論であると受け取られていたからである。ほとんどの人々が、よくAndasを見ようと場所を争って、その輝く鎧と剣に賞賛と畏敬を送るものであった。これとは対照的に、Athynの姿には驚きの息を飲んで、世辞の拍手を少しばかり送るのみであった。姿を現した彼の格好と言い、武装と言い、それは野蛮人のものであったのだから。
　Shardieの教えてくれたように、先手はAndasの方に許した。この試合を終わらせて自分に見合う権力を早く手に入れようと、“Redoranの希望”は強く願っていた。Andasの力強い腕によって押し出された剣はAthynの胸に振り下ろされるが、その一撃は浅く、もう一振りの暇も在らばこそ、その剣はAthynの武器によって押し戻されてしまう。そして、Athynの攻撃がAndasを捉えた時には、その生涯で初めて負うことになった傷に驚いた余り、“Redoranの希望”は自分の剣を取り落としてしまったのである。
　その決闘の結果については、言わぬが花というものである。単純な棍棒を獲物にしたAthynが、一滴の血も流させることの無いままにAndasを死ぬまで殴り倒した、そのように言えば充分なのだから。
　Athynが議会の亡父の座を引き継いで、それから、次のように言われることになった。あの予言の希望とは、AndasではなくAthynのことであったのだ、と。結局のところ、もしもAndasが従兄弟から議会の座を奪おうとしなかったならば、さして野心を持ち合わせていないAthynは、その座を得ようと奮闘していなかったかも知れない。確かに、そのようにも言えると、私は考えるものであるのだ。
